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第153号

２月１４日（水）、春日部市民文化会館で、東部
地区研修会を行いました。三回ほど、地元のとも
に福祉会の方と事前打ち合わせをしました。Wifi
設備のない会場で、機材の配置を確認するために、
オンラインを担当する方は下見も行いました。と
もに福祉会では、障害児者のくらしを守る市民の
会（春日部）と協力し、家族に呼びかけ参加を募
りました。草加の「暮らしの場を考える会」や
「きょうされん」の事業所の方もオンラインで、
複数の参加がありました。また、特別支援学校に
もチラシ配布を依頼し、保護者が３人参加しまし
た。会場に5４人、オンラインで１8人、合わせて72
人。熱気のある学習会になりました。
佛教大学の田中智子さんを講師に迎えました。
埼玉には何度も足を運び、暮らしの場等の意見交
換などもしています。講演では、「障害者の暮ら
しと家族の権利保障」をテーマに、介護する側の
保障の必要性に話されました。最初に、一緒に考
えたいこととして、４つ挙げました。
「障害のある人たちの成人期の支援課題につい
て考える」
「長いケアを引き受ける家族に生じる社会的不
利について考える」

「ケアの社会化とはどうあるべきか？」
「“当たり前の暮らし”“ケアする権利・ケアし
ない権利”を保障するための社会のあり方と
は？」
をあげました。
長い成人期、「家族は、障害のある子の誕生か
ら、子育てと介護を、成人を過ぎても関わらなけ
ればならない。」「そのことは、当事者の人生にと
っても、家族の人生にとっても良いことではな
い。」家族の負担について、ケアする側の保障と
して、外国での研究を引用しながら、また、フィ
ンランド・ヘルシンキ市の介護手当について話し
ました。どうあるべきかの示唆を伝えながら、改
めて「現実はそうはいかない。家族に依存するこ
となく、障害のある人たちの成人期の支援をどう
するか。『長いケアを引き受ける家族に生じる社
会的不利』、『ケアの社会化』、『当たり前の暮ら
し』『ケアする権利・ケアしない権利』の保障と
いう視点でともに考えていきましょう。」とまと
めました。
感想では、「大きくうなずけるお話ばかりで私
親達の代弁をしていただいた気持ちです」「私た
ちが生きている間には間に合わない事もあると思
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近年、大震災以外にも台風被害や集中豪雨による洪水被害等が多発し、か
つて「自然災害が少ない」と言われていたここ埼玉県でも、水害等の自然
災害による被害が毎年のように発生しています。各障害者団体の災害発生
時のための備え、防災や減災への取り組みや、抱えている課題、行政や政
府・関係機関への要望等、「防災」を大きなテーマとして
掲載します。

私たちの災害の備えについて第11回
埼玉県自閉症協会

近年、県内でも自然災害に見舞われることが多くなっています。会員からも被災時に
ASDのある我が子と避難することや、救助について等、様々な不安が挙がっており、こ
れまでも会の中で少しずつ取り組んでおります。今回、このような機会をいただきました
のでその一端をまとめてみようと思います。
最初に挙がるのは、「ASD のある人と共に避難する場合の不安」です。ASD のある人
はこれから起きるであろうことをイメージすることの苦手さを持っており、そのため見通
しが持てないことや、慣れない避難所での生活に非常に不安が高まることが予想されます。
その結果、周囲からみれば問題と思われる行動をしてしまうことが多く、保護者は「周囲
に迷惑をかけてしまうのではないか」といった思いから、避難することを躊躇する傾向が
多く見受けられるのが現状です。これには周囲の方の理解が必要不可欠となってくるため、
会としては地道な啓発活動を続けています。

災害に備えて～私達にできること～ 埼玉県自閉症協会
事務局長　竹田由香里

いますがこれからの障がい者の普通に生きる権利
のため運動は必要だと感じました」「親離れ、子
離れは年数をかけてやっとできたがグループホー
ムや作業所に行って頑張っている事を思うと親の
私が楽しんでも良いのか？と考えてしまう事があ
ったので少し肩の荷が下りました」「今まで当た
り前のように行って来たことを話してくださって
スッキリしました」「これからは子供が高齢化し
た時にどうなるか不安を感じていましたが、きち
んと訴えて行く必要を改めて思いました」など多
数寄せられました。
アンケートの中で、国や県への要望、今後の企
画についても聞きました。
国への要望では、「GH、入所施設内の医療の充

実」「春日部には入所施設がなく、毎年要望して
いますが進展がありません。いつまでやれば良い
のでしょうか。」講演を受けて、家族への支援
「外国でできること、日本でも行ってほしい」と
の声がありました。
また、今後どんな学習をでは、「成年後見制度
について」が複数出されました。
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また「保護者や支援者がいない状況で被災した際、無事に救助に
結び付くかどうかの不安」もあります。救助にあたる消防・救急隊
員の皆さんにASDの特性理解と特性に配慮した対応をしていただ
くため、県危機管理防災部消防防災課や地域の消防・救急隊員の
方々と意見交換を行い救助や処置にあたる際の困りごとや不安をお
互いに出し合いました。この経験から現場で活用してもらうための
携帯マニュアルをということで水や汗に強く耐久性に優れた特殊素
材を使い、隊員が常にポケットに入れておける対応マニュアルを作
成することになりました。

マニュアル紙面には限りがあるため、ASD のある人
達の行動の理由、対応のポイント等をまとめたハンドブ
ックについても同じ素材で一緒に作成し、当会設立40周
年記念事業として合計8,000セットを県内の消防・救急
隊員の皆さんに寄贈させていただきました。これは大き
な啓発になったと感じています。

このマニュアルを使用した「救助体験」では、隊員の
方々に実際に救助する際の服装でいらしていただき、
ASD のある人達にマニュアルを提示しながら、短くわ
かりやすい言葉を添えて対応いただきました。パルスオ
キシメーターを指にはめる、担架に寝る、三角巾を巻い
て処置を受けるといった体験を通じ ASDのある人達に
「この服を着ている人は助けに来てくれる人だ」「こう

いうことをするんだ」という理解に繋がればと思っての体験です。
更に、「備蓄食料試食会」も行いました。ASDのある人達
は感覚の問題等から偏食のある人も多く、被災時に支給され
る備蓄食料も食べられないものがあるのではないかというこ
とで、様々な食料を準備し試食してみました。偏食で悩んで
いる子が意外と食べられたり、逆に全然食べられない子がい
たり、やってみないとわからなかったことが多くあり、自分
たちがどのような食料を備えておくべきかを考えるよい機会
となりました。
まだまだ取り組まなければならない課題は山積しています。災害はいつ起こるかわかり
ませんが、来るべきその日に備え、これからも自分達ができることを着実に進めていきた
いと考えています。
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編集後記　
春の息吹を感じられる今日この頃、機会ある毎に体を動かしましょう。
「ほんの少しでも、やらないよりやった方が良い」適度な運動（ストレッチ）等に慣れ親しみ、明
るく・楽しく・元気良く充実した毎日を過ごしましょう。� 〈八木田〉

＜郵便振替＞【口座番号】00130-9 -673233
【口座名称】特
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＜賛助会員募集のコーナー＞

私たちは、埼玉県障害者協議会の活動を応援しています

一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会は、すべての人
にスポーツを楽しんで欲しい。「競技」だけでなく、日
常的に取り組めるスポーツ活動を応援したい。をスロー
ガンに日々活動しています。障がいがあるなしにかかわ
らず、健康で元気に生活するために、スポーツの持つ
様々な要素・スポーツの力が必要です。今後とも、埼玉
県障害者協議会同様ご支援ご協力をお願いいたします。

一般社団法人埼玉県障害者スポーツ協会

NPO 法人埼玉県障害者協議会
～令和６年度（第44回）総会のお知らせ～

日　時：令和６年６月８日㈯　１３時00分～１６時３0分

会　場 ：  埼玉県障害者交流センター　ホール

【総会の前に研修会を開催します。どなたでも参加できます。】

　テーマ：「最期まで住み続けることのできる地域・住まい」

　講　師：水村　容子さん（東洋大学教授　ライフデザイン学部　学部長）

　時　間：13時30分～15時

★ ★ 総会、研修会参加者には感染対策に御協力をお願いします。★ ★

＜賛助会員加入のお願い＞
埼玉県障害者協議会の目的に賛同しご協力頂ける、個人及び団体を募集しております。
賛助会員には年８回の会報の送付、各種研修会・講演会などのご案内を送付いたします。
賛助会員の会費は、年一口2,000円です。入会をご希望の方は、下記の口座へお振り込み下さい。


